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芦田川の治水対策

１．芦田川の治水の現状と課題

２．芦田川の整備目標

３．芦田川の治水対策

2
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芦田川の治水対策の経緯と
主要な過去の洪水

（洪水名）
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流
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Ｔ12改修事業開始
Ｓ36築堤概成 Ｓ56河口堰完成

Ｈ10八田原ダム完成

山手地点流量

被害発生状況

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題

不
明

不
明

浸
水
戸
数

(戸)

（洪水名）

①治水の現状①治水の現状

不
明
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福山市福山市

旧旧神辺町神辺町

府中市府中市

浸水箇所

昭和２０年９月洪水
（枕崎台風）

芦田川

（（府中市土生町府中市土生町））

赤線まで赤線まで
浸水浸水

（（府中市本覚寺府中市本覚寺））

（府中市（府中市府中府中町）町）

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題 ①治水の現状①治水の現状

4
平成１０年１０月洪水平成１０年１０月洪水
（台風１０号）（台風１０号）

（（山陽新幹線橋梁上流山陽新幹線橋梁上流付近付近：芦田川：芦田川9km9km））

（河佐峡付近（河佐峡付近: : 芦田川芦田川42km42km）） （中津原付近: 芦田川15km）

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題 ①治水の現状①治水の現状
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平成１０年１０月洪水（台風１０号）平成１０年１０月洪水（台風１０号）
目崎地区の浸水状況目崎地区の浸水状況

○平成10年10月洪水では、目崎地区に
おいて、道路の冠水などが発生

Ａ

Ｂ

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題

流域図

①治水の現状①治水の現状

芦田川

御調川

国
道

486
号

（前原地先）

（目崎地先）

ＪＲ福塩線

6

平成１０年１０月洪水（台風１０号）平成１０年１０月洪水（台風１０号）
目崎地区の浸水状況（Ａ地区）目崎地区の浸水状況（Ａ地区）

Ａ：目崎地先の拡大図

芦田川

芦田川
五ヶ村
用水堰

芦田川

五ヶ村用水堰

28k000

28k200

28k600

28k400

中国バス
停車場冠水

28k800

陸閘門
No.10

府中新橋

27k800

床下浸水 1戸（内水）

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題

陸閘門 No.10付近の
道路冠水状況

国道486号

護岸被災状況

①治水の現状①治水の現状
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平成１０年１０月洪水（台風１０号）平成１０年１０月洪水（台風１０号）
目崎地区の浸水状況（Ｂ地区）目崎地区の浸水状況（Ｂ地区）

Ｂ：前原地先の拡大図

上前原橋

上前原橋
（吊橋）

前原橋

29k000

29k200

冠水

越水

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題

前原橋上流100ｍ地点より国道
486号流れ込んでいる様子

前原橋の越水状況

前原橋

①治水の現状①治水の現状

無堤区間

芦田川

8

●八田原ダムの洪水調節の効果 －平成１０年１０月１８日洪水での実例－－平成１０年１０月１８日洪水での実例－

ダムによる水位低減(1.2m)T.P.+41.0m（ダムなし）

国道486 JR福塩線

標高(TPm)

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題 ①治水の現状①治水の現状

実績水位
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9
●平成10年10月洪水の痕跡水位縦断図（芦田川）

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題

芦田川（河口～芦田川（河口～20.0k20.0k））

②現況流下能力②現況流下能力
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※地盤高：左右岸の堤内地盤高の低い方を表示した。
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10
氾濫区域内資産

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題 ③地域特性③地域特性

下流ブロック

中流ブロック

上流ブロック
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下流ブロック（％）
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 福山市や府中市の市街地に全体の９９％の
資産が集中している。
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支川の整備計画策定状況

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題

御
調川

有地川

瀬
戸
川

加
茂
川

神
谷
川

芦田川水系に流入する支川（広島県知事管理区間）は、広島県において
昭和60年 6月洪水や平成10年10月洪水相当を目標とした整備計画を
策定しています。

※整備計画にお
ける河川改修区
間を示した。

④支川計画④支川計画

芦田川下流ブロック
芦田川上流ブロック

12

下流への影響を考慮

今までは、上流で溢れること
により、下流への被害が軽減
されていた可能性がある。

上流を改修すると、上流で溢れて
いた流量が下流まで流れるよう
になり、下流に影響を与える可能
性がある。

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題 ⑤上下流バランス⑤上下流バランス
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課題

⑥課題のまとめ⑥課題のまとめ

①治水の現状 ・戦後、芦田川では、S20.9等の大きな洪水が度々起こっていた。
・治水対策が進むことで、被害が軽減されてきている。
・H10.10洪水では、川幅の狭くなった所や、無堤区間で被害が発生した。

③地域特性 ・中下流部に人口や資産が集中し、主要市街地を形成している。
・主要市街地には、公共施設、病院、企業等社会基盤を形成する施設が集積して
いる。

②現況流下能力 ・近年発生したH10.10洪水では、築堤区間は水位が計画高水位を超えなかった
ため被害が無かった。
・堀込み河道では、水位は地盤高をほとんど超えなかったが、無堤区間や川幅の
狭くなったり、堰で水位が上がった目崎地区で、水位が高くなり被害を起こした。

④支川計画 ・支川の当面の計画が既に決まっており、本川と支川の整合性を図る必要がある。

⑤上下流
バランス

・上流部での改修により、下流部への流量増による影響を考慮する必要がある。

⑥その他 ・河道内の樹木により、流下能力が損なわれないよう適切に管理する必要がある。
・洪水による侵食、漏水等により破堤がされないよう質的に適切に管理する必要
がある。
・被害の軽減のため、迅速な避難（自助）、水防活動（共助）への支援を行う必要
がある。

1.1.芦田川の芦田川の現状と課題現状と課題

14整備目標
２２..芦田川の芦田川の整備目標整備目標

近年被害のあった洪水(H10.10）を安全に流下させる

H10.10洪水（戦後第２位）を
目標として早急な整備が必要

S20.9洪水（戦後最大）を
安全に流すことを目標

早急な対策が必要！早急な対策が必要！

①整備目標の考え方①整備目標の考え方

上流の整備により上流の整備により

危険度向上危険度向上

上 流
（府中・目崎地区を含む）

・堀込区間
・無堤区間
・近年洪水で被害あり

下 流
（福山市・府中市の市街地）

・築堤区間
・資産集中
・破堤した場合の被害甚大

今よりも安全な川づくり今よりも安全な川づくり

- 7 -
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洪水等による災害の発生の防止又は軽減に
関する目標

主要市街地は戦後に発生した洪水が安全に流下で
きる川づくりを目指します。

２２..芦田川の芦田川の整備目標整備目標 ②整備目標②整備目標

府
中

御
幸

山
手

高
屋
川

神
谷
川

240

2,100 2,200

瀬
戸
内
備
後
灘

1,500340 1,200

瀬
戸
川

御
調
川

芦田川水系河川整備計画芦田川水系河川整備計画((案）案） 概ね概ね3030年の具体的な計画年の具体的な計画

芦田川整備目標流量配分図

（単位：m3/s）

16
一般的な改修方法

H.W.L

H.W.L

河床掘削による水位の低下

引堤による水位の低下

掘削により水位の低下を図る。
ただし、掘削にあたり現況の河
川環境に影響を与える。

整備済み堤防の撤去と再整備、
堤内地の土地買収に多額の費
用を要し、現在の土地利用に与
える影響が大きい。

３３..芦田川の芦田川の治水対策治水対策 ②一般的な改修方法②一般的な改修方法

引堤

無堤地区の堤防整備

H.W.L 築堤 無堤地区においては、堤防整備
を行う。
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五ヶ村
用水堰
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取水堰久松床固 七社頭首工 近田床固

流下能力図

３３..芦田川の芦田川の治水対策治水対策 ③現状の流下能力不足部分③現状の流下能力不足部分

注）赤の実線：有堤部は計画高水位、掘込部は地盤高以下で流れる流下能力を示しています。
赤の網掛：流下能力の不足している区域を示しています。

芦
①

芦
②

芦
③

芦
④

芦
⑤

芦
⑥

芦
⑦ 芦
⑧

芦
⑨

芦①～⑤：河道掘削等必要箇所

芦⑥～⑨：樹木伐採等維持対策

必要箇所

 整備目標流量が流下した場合、安全に流下できない箇所の抽出

整備目標流量

山手地点

府中地点

瀬戸川 高屋川 服部川
有地川

神谷川 出口川 御調川 阿字川

流下能力

18

芦①

芦③

芦④

芦⑤

整備箇所位置図

３３..芦田川の芦田川の治水対策治水対策 ④整備必要箇所毎の対策④整備必要箇所毎の対策

27.8k～30.6k付近土生・目崎芦⑤

25.4k～25.8k付近栗柄・高木芦④

15.4k～16.2k付近七社・下山守芦③

11.2k～13.0k付近中津原下流・郷分下流芦②

5.4k～7.0k付近草戸下流・洗谷芦①

整備区間箇所名ブロック

No

：樹木伐採等維持対策必要箇所

河道掘削等治水対策必要箇所

芦②
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草戸下流・洗谷地区の対策

河床掘削

④整備箇所毎の対策④整備箇所毎の対策

・新たな水際環境を残し
ます。

・河床掘削
・浅場造成

・生物の生息環境
が変化

整備内容

配慮事項

整備による影響

３３..芦田川の芦田川の治水対策治水対策

6k0

7k0

洗谷箇所

草戸下流箇所

芦田川

瀬戸川

水呑大橋
：事業範囲

草戸大橋

整備イメージ

6k0

7k0

（事業範囲及び整備イメージは現地の状況により変わります）

20

中津原下流・郷分下流地区の対策

④整備箇所毎の対策④整備箇所毎の対策３３..芦田川の芦田川の治水対策治水対策

・平水位以上の掘削で対応し、普
段の水の流れを変えないようにし
ます。
・掘削を緩傾斜にし、凹凸部を造
ることで、多様な冠水頻度の環境
を増やします。

・河道掘削
・床固改修

・瀬や淵の環境変化

整備内容

配慮事項

整備による影響

河道掘削

中津原取水堰

13k0

中津原下流箇所

郷分下流箇所

：事業範囲

大渡橋

久松床固

芦
田
川

整備イメージ （事業範囲及び整備イメージは現地の状況により変わります）

山陽自動
車道

芦田川橋

12k0

11k0

高
屋
川
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七社・下山守地区の対策

④整備箇所毎の対策④整備箇所毎の対策３３..芦田川の芦田川の治水対策治水対策

・河道掘削

・瀬や淵の環境変化

配慮事項

河道掘削

整備内容

整備による影響

・平水位以上の掘削で対応し、普段
の水の流れを変えないようにします。
・掘削を緩傾斜にし、凹凸部を造るこ
とで、多様な冠水頻度の環境を増や
します。

七社頭首工

16k0

17k0

七社箇所

下山守箇所

下郷橋

：事業範囲

芦田川

下山守橋

整備イメージ （事業範囲及び整備イメージは現地の状況により変わります）

22

栗柄・高木地区の対策

④整備箇所毎の対策④整備箇所毎の対策３３..芦田川の芦田川の治水対策治水対策

・河道掘削
・床固改修

・瀬や淵の環境変化

配慮事項

・平水位以上の掘削で対応し、普段
の水の流れを変えないようにします。
・掘削を緩傾斜にし、凹凸部を造るこ
とで、多様な冠水頻度の環境を増や
します。

整備内容

整備による影響
25k0

芦田川

栗柄箇所
高木箇所

高木床固工

：事業範囲

扇橋

整備イメージ （事業範囲及び整備イメージは現地の状況により変わります）

河道掘削
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▽H.W.L

▽平均年最大流量時水位

▽平水位

土生・目崎地区の対策

28k0

29k0

五ヶ村用水堰

土生箇所

目崎箇所

芦田川

河床掘削

(五ヶ村用水堰)

④整備箇所毎の対策④整備箇所毎の対策３３..芦田川の芦田川の治水対策治水対策

・現況の河床をスライドダウンし
た河床形状とすることにより現在
ある水際環境に近づけます。

・河床掘削、築堤
・堰の改修

・瀬や淵の環境変化

配慮事項

整備内容

整備による影響

：事業範囲

整備イメージ （事業範囲及び整備イメージは現地の状況により変わります）

24想定氾濫浸水区域図（芦田川全体）

【現状】

□福山市や府中市の主要市街地は、
芦田川の氾濫域に存在し、一度氾濫
すると被害が大きいものです。

□主要市街地の地形上、芦田川が氾
濫すると被害が拡大します。

⑤整備効果⑤整備効果３３..芦田川の芦田川の治水対策治水対策

【整備後】

□これらの浸水被害が解消されます。

【計算条件】

・対象洪水 ：昭和20年 9月洪水
・洪水調節施設： 八田原ダム、御調ダム

・河道条件 ：平成13年度測量横断図
（一部平成16年度使用）
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その他

ハード的な対策

その他その他

●ハザードマップの作成・配布等の支援

●河川情報の提供

●伝達体制及び警戒避難の支援 など

ソフト的な対策

●河道整備（必要河積確保）

●樹木伐採（維持）

●堤防の質的強化 など
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26

１．芦田川の利水の現状と課題

２．芦田川の整備目標

３．今後の低水管理

芦田川の利水

27
１．芦田川の利水の現状と課題

①降水量および河川流量
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芦田川は、瀬戸内式気候区の他河川と比べて降水量、
比流量とも著しく小さい

年間降水量（平成15年） 河川流量：比流量（平成11～13年）

比流量：単位面積当たりで流出する水量

- 15 -



28②利水事業

●●農業用ダム三川ダム完成（昭和農業用ダム三川ダム完成（昭和3535年年33月）月）

●●三川ダム嵩上げ工事完了三川ダム嵩上げ工事完了 （昭和（昭和4848年年33月）月）

工業用水の確保や農業用水の余剰水の上水工業用水の確保や農業用水の余剰水の上水
道への転用。道への転用。

高度経済成長高度経済成長
が続く中でが続く中で、、
福山市も人口福山市も人口
の急激な増加の急激な増加
や産業の拡大や産業の拡大
などなどが見込まが見込ま
れていました。れていました。

●●芦田川河口堰完成芦田川河口堰完成 （昭和（昭和5656年年66月）月）

福山臨海工業地帯への工業用水の供給。福山臨海工業地帯への工業用水の供給。

●●八田原ダム完成八田原ダム完成 （平成（平成1010年年33月）月）

都市用水（上水・工水）、都市用水（上水・工水）、

河川維持用水の供給。河川維持用水の供給。 水需要の
高まり

＜背景＞＜背景＞

29
③現在の水利用

31%

22%
9%

38%

農業用水 28件

4.909m3/s（最大）

発電用水 3件

1.226m3/s（常時）

上水道用水 5件

2.798m3/s

工業用水 2件

4.052m3/s

府中地点河川平均流量：H.10.4～H17の年平均流量の平均値（H16欠測）

河川水の利用状況

河川水の利用率が

約９割と高い水準

河川水の利用率

農水

工水

上水

河川平均
流量
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9.41 8.11
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河口堰
（S56完成）

三川ダム嵩上げ
（S48完成）

八田原ダム
（H10完成）

④渇水の被害

平成6年の渇水では、45日間にも及ぶ12時間断水が実
施され、約12万3500世帯が影響を受けました。

S42,S44,S59,S60：渇水があった、または取水制限が実施されたが、詳細が不明な年
取水制限日数：上水道用水、工業用水、農業用水の取水制限日数

平成6年

平成6年河口湖の枯渇状況

小学校でも水槽を設置

平成14年

主な取水制限日数

31
⑤近年の渇水傾向

年間総雨量の経年変化（府中観測所）
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32

機　関　名

国土交通省

広島県

福山市

甲山町（世羅町と合併　H16.10.01)

御調町（尾道市と合併　H16.11.12)

福山市水道局

府中市

神辺町（福山市と合併　H18.03.01)

福山市土地改良区

府中市五ヶ村土地改良区

中国電力(株)尾道電力所

事務局 国土交通省

行政機関

利水者

⑥渇水時の対応

円滑な渇水調整を図るため、芦田川渇水対策連絡協議
会において、調整に努めています。

渇水対策連絡協議会

渇水対策連絡協議会の様子

33
⑦八田原ダムによる効果

芦田川 山手地点の流量の変化

ダム完成前：昭和41年～平成9年

ダム完成後：平成10年～平成17年

平水流量：1年のうち、185日これを下らない流量
低水流量：1年のうち、275日これを下らない流量
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34
⑦八田原ダムによる効果

 

平成14年は、平成6年のような降雨量が極端に少ない年でしたが、八田
原ダムが完成していたことから、平成6年のような給水制限に至りません
でした。

平成14年の降雨量は、平成6年の列島と同程度でした。
八田原ダムの完成により、平成6年に比べ利水容量が
2,300千m3増量しており、水道用水の取水制限は回避、
その他、工業用水、かんがい用水も取水制限率を大幅
に縮小することができました。

※平均：平成5～14年の10年間の平均値

35
⑧八田原ダムの貯水位の状況

近年の渇水傾向により、頻繁に八田原ダムより補給が

なされています。

200

205

210

215

220

225

230

235

240

貯
水
位
（E
L
.m
）

H10年 H11年 H12年
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１　月 ２　月 ３　月 ４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月

貯水率50%  EL.224 .5m

常時満水位  EL.235.0m

最低水位  EL.204.5m

八田原ダム貯水位変化図
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36
⑨課題

◆元来降水量の少ない地域

◆近年の少雨傾向

◆水利用が多い

37

２．芦田川の整備目標

―ふるさとの豊かな自然と
歴史をはぐくむ芦田川に―

八田原ダム・河口堰を適切に運用するとともに、
関係機関と協力することにより、生活・産業等
に必要な水を安定的に確保します。

芦田川水系における流水の正常な機能を維持す
るために必要な流量として、利水の現況，動植物
の保護・漁業、景観、流水の清潔の保持等を考慮
し、山手地点で概ね1.2m3/sとします。
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38
３．今後の低水管理

八田原ダムなどの既存施設を活用し、目標水量
の確保に努めます。

渇水時には、今後も継続して、「芦田川渇水対策
連絡協議会」を開催し、水利使用の調整を図りま
す。

河川情報の公開・提供を強化し、地域住民の節
水意識の向上を図ります。
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39

１．芦田川の水環境（水質）の現状と課題

２．芦田川の整備目標

３．芦田川の水環境（水質）保全対策

芦田川の水環境（水質）
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１．芦田川の水環境（水質）の現状と課題
①河川水質の現状
下流部では、近年、水質浄化対策により、改善傾向にあり
ますが、依然環境基準を満足できていません。

環境基準A類型：BOD2mg/l

環境基準B類型：BOD3mg/l

高屋川浄化用水事業
（平成9年度より運転）

高屋川河川浄化施設
（平成13年度より運転）

BOD75%値経年変化

上戸手（芦田川）山手（芦田川）

瀬戸川（瀬戸川）

横尾（高屋川）
小水呑橋（芦田川）
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41②八田原ダムの水質の現状

八田原ダム貯水池内のCOD年平均値は、環境基準値
である3mg/l前後で推移しています。

COD平均値経年変化
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42
②八田原ダムの水質の現状

八田原ダム貯水池内のT-P年平均値は、環境基準であ
る0.03mg/l前後で推移しています。

T-P年平均値経年変化
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環境基準湖沼Ⅲ類型：T-P0.03mg/l
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43②八田原ダムの水質の現状

アオコの発生状況

近年、夏場にアオコの発生が見られます。

44
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③芦田川河口堰の水質の現状

河口堰貯水池内（小水呑橋） BOD75％値、T-P年平均値の経年変化

BOD値が高く、環境基準を満足していない状況にあります。
また、T-P平均値は、0.20mg/l前後で推移しており、目標水
質を満足していません。

目標水質：T-P 0.1mg/l

目標水質（環境基準）：BOD 3mg/l
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45③芦田川河口堰の水質の現状

 

アオコの発生状況

ほぼ毎年藻類の異常発生、水の着色、臭気の発生など
がみられ、景観やボート競技や水上スポーツなどの親
水活動へ影響を及ぼしています。

 

水上スポーツの利用状況

46
④水質汚濁の要因

 流域からの負荷量が多い

 下水道整備の立ち遅れ

 降雨が少なく、多くの取水がなされていることか
ら、河川の流量が少ない
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47
◆流域からの負荷量が多い

高屋川流域の

下水道整備状況

48
◆流域からの負荷量が多い

下水道整備率（水洗化率考慮） 下水道整備率（平成17年度末）
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高屋川流域の下水道整備による負荷削減効果（H12→H16）
■ 吉野川・井溝用水・岩成排水樋門流域において、下水道整備が進んでおり、これに
伴い負荷量の削減効果が伺えます。

■ 一方で、整備に対して負荷量が増加している流域があり、削減努力以上に負荷量が
増えている実態が伺えます。
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49◆下水道整備の立ち遅れ
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芦田川流域の下水道整備は進められていますが、依然、
広島県平均を下回っています。

50
◆少ない降雨量、高い河川水利用率、

小さい河川流量
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年平均流量の平均値(H16欠測)

河川水の利用率が

約９割と高い水準
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比流量：単位面積当たりで流出する水量
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51
⑤課題

◆下水道整備、合併浄化槽の設置、生活雑排水
対策、啓発活動などの流域対策により、河川への
流入負荷が十分に削減される必要があります。

◆流入負荷削減とあわせて、河川内の自浄作用の
回復により、水質の保全に努める必要があります。

◆河川事業の各種施策を自治体や流域住民と連携
しながら推進し、芦田川の水質改善を総合的に進
めていく必要があります。

52⑥これまでの水質保全の取り組み（河川水質）
◆実施施策

●芦田川水環境改善緊急行動計画

・主な事業内容：高屋川浄化用水の導入
高屋川河川浄化施設

平成平成88年年22月月

●●芦田川水環境改善緊急行動計画芦田川水環境改善緊急行動計画
（清流ルネッサンス（清流ルネッサンスⅡⅡ））

清流ルネッサンスⅡの策定
・流域住民と一体となった取組みを実施。
・水質悪化の主要因である生活雑排水の負荷削減を重点課題とします。

平成平成1515年年44月月

（清流ルネッサンス（清流ルネッサンス2121））

●「芦田川下流水質浄化協議会」設立

構成：行政、学識者、H14からは一般市民、マスコミも参加

平成平成元年８元年８月月

●●平成平成1919年度以降も継続年度以降も継続 平成平成1188年年1111月月
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53
◆清流ルネッサンスⅡの目標

―３．０瀬戸川（瀬戸川）

年間を通じて達成低水流量時に達成備考

―３．０高屋川（横尾）

０．１０３．０芦田川（小水呑橋）

―２．０芦田川（山手）

Ｔ－ＰＢＯＤ対象水域  

瀬戸川

河口堰

小水呑橋（T-P：0.1mg/ｌ）以下 

山 手

横 尾

芦田川

瀬戸川 

BOD:3.0mg/ｌ以下 

高屋川

BOD:2.0mg/ｌ以下 

芦田川が目指す将来像
人々が集い、水にふれ、親しめる芦田川に！

54◆清流ルネッサンスⅡの枠組み
〔清流ルネッサンスⅡ 〕 〔 事業主体 〕

下水道整備の促進
〔広島県〕
〔市町村〕

〔市町村〕

〔市町村・地域住民〕

合併浄化槽の設置

身近な水路の浄化

住民活動

家庭雑排水負荷の削減

支援

環境マネジメントセンター

河口堰貯水池内対策

〔広島県〕

〔国土交通省〕

〔国土交通省〕

芦田川河川水辺公園の整備
〔福山久松ﾗｲｵﾝｽﾞ
ｸﾗﾌﾞ・国土交通省
・福山市〕

〔国土交通省〕

〔国土交通省〕

高屋川リン除去施設

〔国土交通省〕

河川整備

河川浄化対策

高屋川支川分離水路

高屋川浄化用水導入

瀬戸川河川浄化施設の
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・維持管理

河口堰対策

下水道事業

流域対策

河川事業

瀬戸川リン除去施設

〔市町村・地域住民〕

〔市町村・地域住民〕
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55⑦これまでの水質保全の取り組み
（八田原ダム）

水質保全
対策事業

ダム貯水池
水質保全事業

下流河川
水質保全事業

流入河川対策

湖内対策

放流水対策

八田原ダム貯水池水質保全対策

◆貯水池水質保全対策

56◆貯水池水質保全対策
 

植生浄化施設 

 

躍層低下循環施設 

 

接触酸化+土壌浄化施設 

八田原ダム貯水池水質保全対策

 

礫間接触酸化施設 

 

表層水循環噴水装置 
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57
２．芦田川の整備目標

―人が集い、水にふれ、語りあう芦田川に―

流域からの汚濁負荷を削減するとともに自然浄化
機能を回復することにより、清浄な水質を確保しま
す。

関係機関、地域住民等と連携して流入負荷削減を推
進し、環境基準の早期達成を目指します。

また、自然浄化機能の回復などにより、水質の改善
並びに、多様な生物が生息できる良好な水環境を目
指します。

58

◆水環境（水質）に関する整備目標

環境基準類型指定状況

 

小水呑橋地点

中津原地点

山手橋地点 

府中大橋
横尾地点

湖沼 A､湖沼Ⅲ 

川北地点
上戸手地点

八田原 

貯水池湖心 
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59

◆水域区分別基本方針

・広い水面の保全
・多様な水利用に応じるための必要な水
量及び良好な水質を確保

人と川辺とのふれあい都市水域

・良好な水質の保全
・美しい湖水景観を織りなす水と緑の保
全

水と緑にみちた湖面と
のふれあい

ダム湖水域

・清らかな水と豊かな緑に恵まれた自然
環境の保全のために必要な水量及び
良好な水質を確保

自然にみちた清流との

ふれあい

田園水域

・残された自然環境の保全・多様な河川
利用に応じるための必要な水量及び
良好な水質を確保

郊外の川とのふれあい都市近郊

水域

方針テーマ水域区分

60

水域区分
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61
３.芦田川の水環境（水質）保全対策

◆清流ルネッサンスⅡの取り組み及び八田原ダ
ム水質浄化対策を継続していきます。

◆水質汚濁の最大の原因となっている流入負荷
削減が流域において図られるように、基礎情報
の収集・分析、情報提供など、流域対策の支援
を行います。

62①清流ルネッサンスⅡでの対策

芦田川下流部の水環境悪化の要因として考えら
れる過剰な汚濁負荷の流入、自然浄化機能の低
下を改善していきます。

1)流入負荷削減
2)芦田川河口堰貯水池の水交換の促進
3)自然河岸帯の創出
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631)流入負荷削減

汚濁負荷の削減が必要なため、流入負荷対策を
継続していきます。

高屋川河川浄化施設（平成13年度より運転）

放流

取取水水

芦芦田田川川

高高屋屋川川

642)芦田川河口堰貯水池の水交換の促進

 

0.119
0.137 0.138

0.104

0.211

0.137

0.1020.109

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

2km 4km 6km 8km

T
-
P
（
m
g
/
ｌ
）

4.03.7

1.8
2.4

3.3
4.9 4.7

2.8

0

2

4

6

2km 4km 6km 8km

B
OD
（
mg
/
ｌ
）

河口堰からの距離(km)
2km 4km 6km 8km河口 0km

有効貯水容量　4,960,000m
3

山手橋
芦
田
川
河
口
堰

▼ T.P 2.0m常時満水位

河床

BOD

T－P

芦田川河口堰（貯水池）の縦断模式図

河口堰の貯水位の回復
が期待される降雨予想時
において、流水を河口堰
から弾力的に放流

湛水域の水交換の促進

湛水域の水質改善を図る

　 放流前平均
　 放流後平均

○芦田川河口堰の弾力的放流
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653)自然河岸帯の創出

 

▽芦田川

抽水植物帯（ヨシ等） 既存植生 

（ヤナギ） 

▽瀬戸川

ウェットランド 

幅=約15～60m 

現況の中州 

水深h=0.2～0.7m 
護岸 

瀬戸川浄化施設
（平成17年度工事着手）

・自然の浄化機能を活用する
植生浄化方式
・施設面積32,200m2
・水質浄化・水辺環境の保全を目的

瀬戸川浄化施設横断イメージ

瀬戸川浄化施設イメージ図

 

芦田川本川 瀬戸川流末

本川への合流部

ウェットラン
ド区間

自然河岸帯を創出することで、自然浄化機能の向上を図ります。

66

清流ルネッサンスⅡの平成18年度（目標年次）における目標達
成が難しい状況となっています。

水質浄化には、流域住民の理解と参加が不可欠

◆流域対策の推進強化
〔住民意識向上と住民参加の更なる啓発〕

◆水環境改善に向けた新たな視点の追加
〔実感できる改善効果、達成感がえられる視点〕

◆動機付けとしてのイベントの開催

②次期行動計画の今後の進め方

これまでに実施してきました清流ルネッサンスⅡにおける水質
浄化対策を今後も継続していきます。

芦田川下流水質浄化協議会で策定していきます

目標達成に向けては、
新たな視点が必要
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67

１．芦田川の河川環境の現状と課題

２．芦田川の整備目標

３．芦田川の整備と保全対策

芦田川の河川環境

68１．芦田川の河川環境の現状と課題
1.1 河川空間利用

水上スポーツが盛ん

高水敷に公園や運動
公園が整備

環境学習の適地

水遊びやキャンプ等
に利用（河佐峡）

ダム周辺の施設が
地域住民に広く利用

河川空間利用の現状
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69①河口堰湛水区間の現状と課題

◆雄大な河口湖の水面を利
用したボート競技、ボード
セーリング等の水上スポー
ツが盛んであり、平成 5年 9
月には漕艇Ａ級コースに認
定されています。

湛水区間におけるレガッタ利用

◆レガッタ等の利用が盛んな
夏季にアオコやユスリカが発
生するため、水面利用時の
快適性が損なわれています。

 

アオコの発生状況

70

②下流区間の現状と課題

◆高水敷には公園や運動公園が整備され、地域住
民に利用されています。

高水敷の日常的な利用

◆水辺へ近づくことができる場所が限られるため、
沿川地域から水辺へのアプローチの整備が求め
られています。
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71

③中流区間の現状と課題

◆瀬淵の連続や砂州にはヨシ
等の植生の繁茂が見られるな
ど、多様な生物の生息場であ
り環境学習の適地となってい
ます。 中流部の河川利用の様子

◆沿川人口が多い箇所でありながら堤防天端が車
道になっているなど水辺へ近づきやすい河岸が少
なくなっています。

◆一部で樹木の繁茂が見られるなどの陸地化が進
行しており、河川らしい空間が損なわれている状
況が見られます。

72

④上流区間の現状と課題

◆八田原ダムの近くに位置する河佐峡は、清流が大小
無数の奇岩を洗い淵をつくり、芦田川上流の景勝地と
して多くの人々に親しまれています。

山間渓谷美に富んだ景勝地河佐峡・夏季は水浴で賑わう

 

◆河床に藻類が繁茂し、利用環境が損なわれており、
除去作業により対策を行っています。
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73⑤八田原ダム区間の現状と課題
ダム周辺では環境整備が行われており、地域住民を
はじめ、広く一般に施設等が活用されています。

八田原ダムとその周辺
ウォータースライダー
ジャブジャブ池

河佐峡パークゴルフ場

夢吊橋 夢の山水 遊学館

【ダム周辺のその他の施設】

・郷土民俗資料館

・八田原グリーンパーク

・植生浄化施設

・甲山ふれあいの里

・芦田湖オートキャンプ場

芦田湖オート
キャンプ場

74
1.2 自然環境

長大な止水域が広がり、砂
州の植生が鳥類の集団分布
地となっている

流れが緩やかで、中
州や砂州が発達

交互に連続する瀬淵
が見られ、砂州には
ツルヨシが多く繁茂

山地河川の様相を呈
し、渓流域に生息する
生物が見られる

ギフチョウが生息

多様な生物の生息・
生育の場である干潟
が広がる

自然環境の現状
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75

①河口域の現状と課題

◆河口域に広がる干潟には、干潟特有のカニ類、
魚類が多く生息し、サギ類やシギ類の休憩の場に
利用されています。

河口域に広がる干潟

76
②河口堰湛水区間の現状と課題

小水呑橋より上流の広大な湛水区間

◆浅場環境が殆ど存在しないことから、水際部の植生
は乏しく、上流に比べ多様な生物の生息生育環境とな
る抽水植物や沈水植物が少なくなっています。

◆単調な環境であり、外来種のブルーギルやブラッ
クバス、ハスが多く生息しています。
◆中州に繁茂するヨシ等は、オオヨシキリ等の鳥類
の営巣、生息場となっています。

ヒドリカモ
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77

③下流区間の現状と課題

◆流れが穏やかで、中州や寄州が
発達し、砂質の河原が多く見られ
ます。中州には、ヨシやオギ、ヤナ
ギ類が繁茂しています。

◆セイタカアワダチソウのような外来植物が、高水
敷に多く繁茂し、芦田川本来の生物生息環境が変
化しています。

 

大渡橋(12.4km)付近のヨシの繁茂

78

④中流区間の現状と課題

◆交互に連続する瀬淵が見られます。

◆オイカワ、カワムツなど中流を代表
する魚類が多く生息しています。

◆中州や寄州の樹林化が進み、本来の河川環境が喪失
しています。

◆魚道のない横断工作物があり、それらは回遊魚
の遡上降下の妨げとなっています。

早瀬の連続する河道
（府中新橋付近）
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79

⑤上流区間の現状と課題

◆流れの強い早瀬と淵が連続し、山
地河川の様相を呈しています。

◆カワガラスやオシドリなどの渓流域
に生息する鳥類が見られます。

◆流水域を好むオイカワ、ズナガニゴイ、カワヨシノボリ
等が多く見られます。

◆魚道のない横断工作物があり、それらは回遊魚
の遡上降下の妨げとなっています。

河佐峡の渓谷美

80

⑥八田原ダム区間の現状と課題

◆ギフチョウの生息環境の保全を行っており、
安定した個体数が確認されています。

ギフチョウ
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1.3 河川景観

長大な静水面が広がる

顕著な瀬淵が見られ
ず、穏やかな流れ

交互に連続する瀬淵
が見られ、砂州には
ツルヨシが多く繁茂

巨礫が分布する渓流
環境

ダム周辺の景観は
地域の重要な資産

流れが潮汐により支
配され、ゆったりとし
た景観を形成

河川景観の現状

82
①河口域の現状と課題

広い干潟が形成され、流れは潮汐により支配され、
ゆったりとした景観を形成しています。

河口堰から河口側を見た景観
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83
②湛水区間の現状と課題

◆湛水区間は福山市街地に位置し、芦田川河口堰
によって長大な止水環境が形成されています。芦
田川河口堰は、河口大橋とあわせてこの区間の特
徴的な景観要素となっています。

芦田川の景観要素となっている河口堰と河口大橋

◆水質汚濁の影響から夏場にアオコが発生し、広
大な静水面で形成される景観に支障を来たしてい
ます。

84
③下流区間の現状と課題

◆流れが緩やかで、発達した中州や寄州には、ヨシ
やオギ、ヤナギ類が繁茂し、下流区間の特徴的な
河川景観を形成しています。

◆高水敷には公園や運動公園
が整備され、日常的に利用風
景が見られます。

高水敷の日常的な利用

 

◆一部で樹木の繁茂がみられるなどの陸地化が進
行しており、本来の河川らしい風景が損なわれて
います。
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85④中流区間の現状と課題

◆瀬と淵の連続や砂州、砂州に生育するヨシ・ツル
ヨシ等の高茎草本やヤナギ類などの樹木等が、芦
田川の特徴的な景観を形成しています。

21.2km付近のヨシ等の繁茂

◆一部で樹木の繁茂がみられるなどの陸地化が進
行しており、本来の河川らしい風景が損なわれて
います。

 

25.2km付近の中州とヨシ等の
繁茂(早瀬の連続が見られる) 

86
⑤上流区間の現状と課題

◆早瀬と淵が連続し、岩盤の河床が見られます。

◆キャンプ場や水遊び場が整っている河佐峡は、市
民の憩いの場として、特に夏季には賑わいを見せ
ています。

河佐峡付近 美しい峡谷風景、
夏季は水浴などで賑わう

◆河佐峡での藻類の繁茂により、利用だけでなく景
観にも影響を与えています。
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⑥八田原ダム区間の現状と課題

◆ダム資料館や湖畔にキャンプ場等が整備され、
市民の利用の場となっているため、八田原ダムと
周辺の景観は地域の重要な資産となっています。

芦田川上流の景観ポイントとなる八田原ダム

88
２．芦田川の整備目標

―光あふれる備後の絆・ふるさとの豊かな自然
と歴史をはぐくむ芦田川に―

利用しやすい河川空間を整備するとともに、
河川らしい自然環境を創出します。
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◆河川環境整備にあたっては、地域からの要望、
地方公共団体等と連携しながら河川でなければ
果たせない機能の整備と豊かで潤いのある河
川空間を創造するよう図ります。

 

高水敷の日常的な利用風景湛水区間におけるレガッタ利用

90

◆自然環境については、魚類の上下流への移動
を円滑にする、河川改修における瀬淵の保全、
持続できる自然豊かな河川環境の創出を目指
した自然河岸の保全・創出、干潟の保全など、
芦田川の自然環境の保全と回復を図る施策を
展開します。

◆流域の自治体や地域住民と連携しながら、子
供の水辺などのソフト施策やそれらの運営母体
となる推進協議会の設立等をあわせて検討する
ことで、整備された施設が有効に活用されるた
めの仕組みづくりも進めていきます。

- 48 -



91◆河川環境の整備と保全に関する
ブロック別基本方針

・スポーツ・レクリエーション区間の創出
・水上スポーツ・イベントへの対応能力
の向上

人々のふれあいと水上
スポーツの空間

河口ブロック

・ダム貯水池固有のリゾート機能の増進
・水と緑の憩いの場の抄出ができるよう
に管理

水と緑の快適レクリエー
ション空間

ダム湖

ブロック

・自然環境を保全し、親水活動等人々の
ふれあいの場として憩える水辺空間とし
て管理

自然にみちた清流空間田園ブロック

・水辺へのアプローチ等を整備し、人々
が水と親しむ憩う空間の創出

水と親しむ憩いの空間都市近郊

ブロック

・歴史的資産を生かした歴史とのふれあ
いの場の配置
・広域住民を対象とした多目的交流広場
を創出

歴史と川辺の交流空間都市ブロック

方針テーマブロック

92

河川環境の整備と保全に関するブロック別基本方針
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93
◆河川環境の整備と保全のためのゾーン別方針

自然ゾーン 自然利用ゾーン 歴史文化ゾーン

河口
ブロック

・広々とした開放的な景観
の保全。
・秩序ある水面の利用を
促進する。

・河岸や水辺を活用し、自由なレ
クリエーションが楽しめるよう多
目的広場等の管理保全を行う。 －

都市
ブロック

・開放的な景観の保全。
・秩序ある水面の利用を
促進する。

・水と親しみふれあうことができ
る自然観察広場等の管理保全を
図る。
・水際等の自然植生は、河川環
境とバランスを取りながら管理に
努める。

・周辺の歴史・文化的資産と一
体となった利用が図られるよ
う、関係機関等との調整を図
る。
・市街地からの交通の便を生
かしイベントなどに対応でき
る、多目的広場等の管理保全
を行う。

都市近郊
ブロック

・背後に迫る緑豊かな「川
の風景」保全。

・沿川住民が河川空間を利用し、
水とふれあうことができるよう、
多目的広場等の拠点の管理保
全を行う。
・水際等の自然植生は、河川環
境とバランスを取りながら管理に
努める。

－

田園
ブロック

・清らかな水と豊かな緑に
恵まれた自然環境の保
全。

・河川空間を利用し、水とふれあ
うことができるよう、多自然型護
岸等の拠点の管理保全を行う。
・水際等の自然植生は、河川環
境とバランスを取りながら管理に
努める。

－

ダム湖
ブロック

・ダム湖の持つ豊かな水
量と緑を背景にした、雄大
な景観の保全
・秩序ある水面の利用を
促進する。

・自然環境の保全と活用のため
の施設の管理保全を図る。ま
た、地域の活性化・流域連携の
拠点となるよう努める。

－

備考
原則として、治水・利水・
環境保全目的以外の人工
的改変を行わない。

・水辺へ近づきやすくする
ための斜路・高水敷の整備
等を図る。
・浅場環境の創出等自然
河岸帯の整備による水質
改善を図る。

・水辺へ近づきやすくする
ための斜路・高水敷等の拠
点整備を図る。

－

・地域の活性化・流域連携
の拠点となるよう、水源地
ビジョンを支援する基盤整
備を図る。

水　　域　　空　　間 陸　　域　　空　　間
整備ゾーン

－

94

河川環境の整備と保全のための空間配置
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95３．芦田川の整備と保全対策
ブロック 整備メニュー

・水辺へ近づきやすくするための斜路等
・高水敷整備　　等

芦田川下流部
・水辺へ近づきやすくするための自然河岸帯整備に
よる水質改善

郷分下流地区 ・水辺へ近づきやすくするための斜路等

都市近郊ブロック 新市地区 ・水辺へ近づきやすくするための斜路等の整備

ダム湖ブロック 八田原ダム ・水源地域ビジョンを支援する基盤整備等

都市ブロック

佐波地区

整備地区位置

96
①河川空間の利用
１）河川空間整備（新市地区）

自然とふれあえる癒
しの場づくりを目指し、
高水敷から水辺への
アクセス性の改善を
図り、良好な親水空
間を創出します。

R 
4 
8 
6 

学校(戸手高校)

新市箇所

佐賀田橋

芦
田
川

- 51 -



97２）水辺ネットワーク

芦田川の有するレクリエーション空間としての機能
を拡大し、河川周辺地域との一体的な活用を図る
ため、芦田川を軸として下流の利用空間を有機的
に結び、川に親しめる水辺のネットワークの形成を
地方公共団体等と連携しながら進めます。

98

３）水源地域ビジョンと整合した八田原ダム
の活用と整備

ダム水源地域ビジョンの策定をはじめとした
地域の活性化や流域連携、住民参加による地
域づくりなどについても積極的に推進します。

 

ギフチョウの食草ミヤコアオイの移植

ダム湖でのボートレース
:山陽新聞H15.8.18 
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99４）水域の環境改善対策

八田原ダム貯水池、芦田川河口堰湛水域では、夏
期にアオコが発生し、水面利用に支障を来している
ことから、快適に水面利用ができるように水質改善
を図ります。

 

アオコの発生状況

 

水上スポーツの利用状況

100

②自然環境の保全
１）魚がのぼりやすい川づくり
河川改修に伴う改築等に合わせるなどして、魚類の
遡上降下を阻害している横断工作物に対し、魚道等の
対策を実施し、遡上降下環境の改善を図ります。

魚道の現状と当面の整備範囲
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101２）瀬・淵の保全

 

・河川改修等を行う上では、瀬・淵が形成される
よう配慮します。

・土砂の移動が小さく砂州が安定化し、撹乱頻
度が低くなる箇所では、土砂の堆積や樹林化
に対する監視を行います。

34k付近の淵（大平の淵）25.1km付近の早瀬

102３）自然河岸の保全

◆自然環境保全に配慮して、浅場造成、河原整正
などを行い、水際環境の整備を行います。

◆多様な生物の生息・生育環境の創造は、水質保
全にも寄与します。

 

▽芦田川 

ウェットランド

現況高水敷

抽水植物帯（ヨシ等） 

基盤盛土
護岸 

整備イメージ図
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103

１．洪水等による災害の発生の防止又は軽減に

関する事項

２．河川の適正な利用及び流水の正常な機能の

維持に関する事項

３．河川環境の保全に関する事項

維持管理

104１．洪水等による災害の発生の防止又は
軽減に関する事項

1.1 平常時の管理
(1)施設の管理

河川巡視の様子

堤防や護岸、樋門、樋管、八田原ダム、芦田川河口
堰などの河川管理施設の機能を、常に良好に保つた
め、河川巡視・点検等を実施します。異常を発見した
場合は原因を究明し、迅速に適切な措置を講じます。

 

八田原ダムの放流施設 ゲート管理・点検
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105
1.1 平常時の管理
(２)河道の管理

中州掘削前

出水後、塵芥・流木等によって、治水安全度に影響
があると判断される場合には、洪水時の流下能力を
確保すると共に、自然環境の保全に配慮しつつ、河
道内樹木、高水敷、砂州等の河道状況を適切に管理
します。

中州掘削後

河道内対策の事例（芦田川9k000付近） 樹林に付着したゴミの管理

106
1.2 洪水時等の管理
(1)洪水予報及び水防警報等
洪水予測システムを活用し出水の状況を把握するこ
とにより、広島地方気象台と共同して洪水予報の迅
速な発令を行うとともに、関係機関に迅速、確実な情
報連絡を行い、洪水被害の未然防止及び軽減を図り
ます。

伝達経路（福山市の事例）

 

広島県警察本部
　　　気象庁
広島地方気象台 広島県危機管理総室 広島県福山地域事務所

福山西警察署
福山東警察署
府中警察署 福山地域消防組合

消　防　局

　　　　国土交通省
福山河川国道事務所

　　　　　　　福山市
　総務課　　　　　　　監理課

南消防署
北消防署
東消防署
西消防署
水上消防署
芦品消防署
深安消防署
府中消防署

テレビ・ラジオ

関係課・出先機関

　　　　　　　住民のみなさん

ｵﾝﾗｲﾝ ｵﾝﾗｲﾝ ｵﾝﾗｲﾝ

ｵﾝﾗｲﾝ
ｵﾝﾗｲﾝ

ｵﾝﾗｲﾝ

電話・FAX

電話・FAX電話・FAX

水防警報
電話・FAX

広報車広報車
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107

1.2 洪水時等の管理
(2)出水時ならびに地震時の巡視等

洪水時においては、堤防等の河川管理施設や許可
工作物の異常を早期に発見し、迅速な水防活動等
や緊急復旧活動を実施するため、河川巡視を行いま
す 。地震発生時においては、迅速な対応を行い、二
次災害の防止を図ります 。

出水時の巡視状況

 

108

1.2 洪水時等の管理
(3)河川管理施設の操作等

洪水時において、雨量、河川の水位、流量等を的確
に把握し、ダム、河口堰、樋門等の河川管理施設の
適正な操作を操作規則に従い行います。

樋門の遠隔操作状況 排水ポンプ車

- 57 -



109

1.2 洪水時等の管理
(4)水防活動の支援

災害が発生する恐れがある場合は、水防管理者に
水防警報を発するとともに、危険箇所などの巡視や、
万一堤防などが危険な状態になった場合の対策の
実施など水防活動に対して支援を行います｡

水防活動状況（土のう敷設作業）

110
1.2 洪水時等の管理
(5)警戒避難の支援

洪水ハザードマップ作成状況（H15.10現在公表済み）

災害に対する危機管理や警戒避難行動のための情報
を住民に周知させるため、市町村が行うハザードマップ
の作成・配布等に対して支援を行います。
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1.2 洪水時等の管理
(6)河川管理施設の災害復旧（出水後）

洪水や地震の後など臨時点検を直ちに実施し、河川管
理施設の損壊が発見された場合には、施設周辺の環
境・景観等にも配慮しつつ、迅速に復旧します。

護岸の復旧（目崎地区）

被災状況 復旧状況

112

1.3 河川情報の管理

 

河川情報をテレメータ等によりリアルタイムで収集
するとともに、インターネットなどにより速やかにわ
かり易く地域住民等に提供し、防災対策等に必要
な河川情報や水害危険度に対する住民の認識を
高めます。

ＣＣＴＶの設置状況

 

八田原ダム情報掲示板
インターネットによる河川情
報等の検索の様子
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1.4 危機管理体制の強化

 

洪水による被害の軽減を図るため、ハザードマップの
作成支援、市町村、住民等も参加した水防演習などに
より平常時から防災意識の向上を図ります。

水防演習
災害対策演習（Ku-sat（衛星）

を使った通信風景）

 

1142．河川の適正な利用及び流水の正常な
機能の維持に関する事項

2.1 河川の水質保全

芦田川下流水質浄化協議会

流域対策、下水道事業、河川事業のフォローアッ
プを行い、総合的な水環境改善の取り組みを推進
するための計画を立案し、相互の連絡・調整並びに
啓発を行います。

大学、メディア、市民団体
並びに国土交通省福山河
川国道事務所ほか関係行
政機関により構成

- 60 -



115
2.2 渇水時の管理

 

渇水対策連絡協議会の様子

八田原ダムなどの貯水量が減少するなど、渇水対
策が必要になるおそれのある場合には、「芦田川渇
水調整会議」により、水利使用の調整を図ります。

機　関　名

国土交通省

広島県

福山市

甲山町(世羅町と合併　H16.10.01）

御調町(尾道市と合併　H16.11.12）

福山市水道局

府中市

神辺町

福山市土地改良区

府中市五ヶ村土地改良区

中国電力（株）尾道電力所

事務局 国土交通省

行政機関

利水者

渇水対策連絡協議会

1162.3 水質事故の対応

 

水質事故を想定した訓練の様子

渇水対策連絡協議会 

通
報

ダム管理所、
　県地域事務所

保健所

市町村役場

消防署

警察署

水利権者

流域内関係機関

報
告
届
出

流
出
事
故
発
見

出張パトロール

住民

原因者

報
告
届
出

事務所

出張所

　
河
川
管
理
課

　
局

八田原ダム
管理所

中国技術事務所

指導指示

事故報告・始末書

原因者

事
故
報
告

水質事故時の通報連絡体制

芦田川水系水質緊急時連絡通報系統を通じて関係
機関へ連絡し、汚染地域の住民に対への周知に努
めるとともに、適切な汚濁対策措置をとり、水質事
故影響を最小限に抑えるよう努めます。
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3．河川環境の保全に関する事項

3.1 生物環境調査

水生生物調査の様子

河川環境のモニタリングとして、河川水辺の国勢
調査に加えて、水生生物調査や芦田川河口堰の魚
道調査を実施していきます。

 

1183.2 河川空間の管理

◆河佐峡では、現在、河床の礫に付着した藻類の
除去方法や除去後の効果を把握するために、実
験を現地で実施しており、結果を踏まえ対策を実
施します。

◆住民やＮＰＯ・市民団体等が積極的に参画しやす
い体制や、さらに、水質保全をはじめとする河川環
境のモニタリングや環境教育のフィールドとしての
活用等についての体制づくりを進めます。

◆河川空間の利用は地域住民の河川に対する愛
着を育み、生活に潤いを与えることから、河川清
掃及び美化等の河川愛護活動の推進を図ります。
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1193.3 良好な河川環境・景観の保全

◆良好な自然環境や河川景観を保持している箇所
において、各場所での特性に応じ、河川環境や河
川景観の保全を図っていきます。

◆干潟環境に依存する甲殻類や魚類、鳥類にとって
も重要な環境となっているため、干潟環境を継続的
に監視していきます。

◆高潮堤防の建設に際して、スナガニやハクセンシオ
マネキなどの貴重種の移動を実施し、その経過につ
いてモニタリングを継続します。

河口域に広がる干潟

1203.3 良好な河川環境・景観の保全

◆希少な生物の生息・生育地または地域特有の生
物相を有する地域のうち、オオキンケイギク、オオ
ハンゴンソウ、ナルトサワギク、アレチウリ、オオカ
ワヂシャが今後被害を及ぼす恐れがある場合には、
その監視に努めるとともに、除草等の防除を行いま
す。
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1213.4 不法投棄対策

河川機能と良好な河川環境を保つために、関係機関
や、地域住民等と連携して、河川清掃の実施、河川巡
視の強化を図る他、警告看板の設置、車止めの設置
などの適正な対策を講じます。

不法投棄の実例１ 不法投棄の実例２
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１．関係機関、地域住民との連携

２．河川情報の公開・提供の推進

３．河川に関する環境学習支援

４．河川の協働管理

芦田川の川づくりの進め方

123

１）河川の適正な利用に関する他の施策等との調整
を図ります。

１．関係機関、地域住民との連携

 河川周辺地域で都市計画法等に基づく行為の
規制を行う必要のある区域
 河川周辺地区で都市計画事業により整備する
ことが望ましい地区
 兼用道路及び河川に隣接する道路
 水辺のネットワーク計画
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124１．関係機関、地域住民との連携

 芦田川環境マネジメントセンター等との連携
 排水規制との調整
 下水道整備等との調整
 開発計画等の土地利用等との調整

２）流水の正常な機能の維持に関する他の施策等と
の調整

125
１．関係機関、地域住民との連携

●住民参加のイメージ
 

 

 
水環境改善

事 業 

河川事業 

下水道事業

流域対策 

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー 

＜住民と一体で実施する

事業への参画など＞ 

流 

域 

住 

民 

身近な水路対策 

(計画,実施,維持管理) 

家庭内対策など 

子どもから大人までの幅広い参加
者

現地での水質測定

芦田川環境マネジメントセンター主催の啓発活動の状況：H17.6.5
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126
２．河川情報の
公開・提供の推進

芦田川見る視る館 流域模型（芦田川見る視る館）

展示室にてパネルの説明状況 水質実験体験の様子

●「芦田川見る視る館」での
情報公開や提供

127３．河川に関する環境学習支援

芦田川見る視る館での

子供学習の様子
出前講座の案内

出典：「中国地方整備局ホームページ」

●「芦田川見る視る館」における環境学習の場の提供

- 67 -



128４．河川の協働管理

環境整備事業の竣工式
（土生地区）

ポムの河川広場（府中）

ちゃぷちゃぷらんどでの
活動
（中国新聞H15.4.17 ）

●「ちゃぷちゃぷらんど」や「ポムの河川広場」における協働管理
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